HPVVフォーラム
「子宮頸がんワクチンを考える- 公開フォーラム福岡-」の報告
令和元年11月3日、福岡県産婦人科医会主催の「子宮頸がんワクチンを考えるフォーラム」が第34回日本女性医学会学術集会の期間中、同じ会場のヒルトン福岡シーホークで開催されました。当日は、医師（産婦人科以外を含む）、看護師、助産師、教員、その他薬剤師等170名の出席者があり、会場はほぼ埋まっておりました。
プログラムは別紙の如くですが、まず吉野　潔先生の子宮頸がんに関する基礎知識の講演では日本での子宮頸がんの罹患者、死亡者数が増加し、かつ若年化していることが示されました。続いて大阪大学産婦人科　上田　豊先生が、初めての妊娠と同時に罹患が判明し、子宮摘出を与儀なくされた患者さんモデルを示して、検診の重要さとその限界、また積極的勧奨差し控えが続いていることにより、生まれた年度により子宮頸がん罹患リスクが大きく異なる悲劇が進行中であることを説明されました。また地方自治体で始まっている定期接種の個別通知の内容を紹介いただきました。
岡田賢二先生は実際に会議に出席しておられた厚労省副反応部会および疾病障害審査会での議論の内容、特に各自治体が独自の情報提供を行っている事を厚労省も承知しており、その動きに干渉することはない事を報告されました。また全国2,400人を対象としたインターネット調査では多くの人がHPVワクチンのことを存在すら認知されていないという状況を踏まえて、医療従事者からの情報提供の重要性を述べられました。前田愛子先生は、HPVワクチン接種後の種々の症状を生じた患者さんを40名以上診察された経験を紹介され、症状は多彩であるが同年代の女性に多くみられる症状で、本ワクチンに特有なものではない事、器質的異常がなくとも訴えを傾聴して、痛みセンターなどへ紹介する。患者さんの行き場がない状態にならないようにすることを述べられました。その後、自見はな子参議院議員によるビデオメッセージが流され、議連を中心に接種勧奨再開への運動をより活発に行っていくと話されました。
次のセッションでは松浦賢長先生と上田　豊先生の司会により、福岡県立大学看護学部学生20名によるディスカッションが行われました。参加者は3,4年生とのことでほとんどの学生がワクチン接種を受けており、その重要性もよく理解しているようでした。学生同士で、より若い世代の接種率を上げてゆくためにどのように働きかけていけばよいかを討論しました。より周辺の身近な人が受けること、学校の先生やかかりつけ医からの情報が接種への動機づけになるなどの発現がありました。
[bookmark: _GoBack]全体として、低い接種率が継続する現状への危機感が共有され、積極的勧奨再開の要求と同時に、各医療従事者が周辺の人々へ、現在も定期接種の状態であることや誤った情報に惑わされず、日本の女性の将来のために一人でも多くの方がHPVワクチンを接種してもらえるよう働きかけをすることの重要性をアピールできたと感じられました。周到な準備をして頂いた、福岡県産婦人科医会の先生方に深い感謝を申し上げ報告とします。　　（文責　久留米大学産婦人科　牛嶋公生）
　	
